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「港湾運送事業・港湾運送関連事業の新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防ガイドライン」の改定対照表 

 
該当箇所 現行（７月３日改定版） 改定（８月１３日改定版） 

（追加） 表紙 

改定日 

令和２年５月１８日策定 

令和２年５月２８日改定 

令和２年７月 ３日改定 

令和２年５月１８日策定 

令和２年５月２８日改定 

令和２年７月 ３日改定 

令和２年８月１３日改定 

（修正） 目次 

（別添１）「緊急事態宣言時に事業の継続が求められる事

業で働く方々等の感染予防、健康管理の強化に

ついて」（抜粋） 

（別添１）「職場における新型コロナウイルス感染症への

感染予防、健康管理の強化について」（抜粋） 

（修正） P.1 本ガイドラインは６月時点の最新 本ガイドラインは８月時点の最新 

（追加） P.3～4 

（換気の徹底） 

 ・特に、一般の家庭用エアコンは空気を循環させるだけで

換気を行っていないため、以下の様な工夫を行う。 

 新型コロナウイルスに関する Q&A（一般の方向け）令和

２年７月 30 日時点版 緊急事態宣言と政府の方針 問

４（本格的な夏の到来で、熱中症予防のために、一般的

な家庭用エアコンをかけ続けています。そのために換気

ができないのですが、どのような工夫をしたらよいでし

ょうか。）より 

＜一般家庭でのエアコン使用中の換気＞ 

 新型コロナウイルス感染予防のためには、室内の空気が

１時間に２回以上入れ替わるような換気を確保するこ

ととしており、多くの方が利用する商業施設等では専用

の機械換気設備が設けられています。 

 一般家庭でも、お住いの建物に組み込まれている換気シ

ステム（24 時間換気システムなどと呼ばれています）

や、台所や洗面所の換気扇を常時稼働させることで、室

温を大きく変動させることなく最小限の換気を行うこ

とができます。 

 （略） 

＜一般家庭での機械換気のコツ＞ 

「24 時間換気システム（常時換気設備）」 

：スイッチを切らないようにしてください。また、換気機

能を確保するため、定期的にフィルターの掃除を行いま

別 紙 
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しょう。給気口の位置にもご注意ください。家具等でふ

さぐと効果が落ちてしまいます。 

「換気扇」 

：台所や浴室についている換気扇でも常時運転すれば、夏

場の暑い時期でも最小限の換気を行うことができます。

室内温度の大きな変動を起こしませんので、台所やトイ

レを使用しないときも運転することが推奨されます。 

＜窓開けによる換気のコツ＞ 

 窓開けによる換気は、対角線上にあるドアや窓を２か所

開放すると効果的な換気ができます。また、窓が１つし

かない場合は、部屋のドアを開けて、扇風機などを窓の

外に向けて設置しましょう。 

 夏場の暑い時期の窓開けは、室温が大きく上がらないよ

う注意し、外気温が低い時間帯に行うなど工夫しましょ

う。 

（修正・追加） P.5 

（こまめな手洗い） 

※手指消毒用アルコールは、エタノール濃度７０～８３％

のものを（―省略―） 

 

 

※手指消毒用アルコールは、エタノール濃度７０～９５％

のものを使用すること。（消毒効果が十分に得られるよ

う、より高濃度のものは精製水等で同範囲に薄めて使用

すること。なお、７０％以上の消毒用エタノールが入手

困難な場合には、６０％台のエタノールを使用してもよ

い。）一方で、次亜塩素酸ナトリウム（いわゆる塩素系

漂白剤）は、手指には用いないこと。 

（追加） P.5 

（飛沫防止の防護フィルム等） 

 （飛沫防止の防護フィルム等） 

・送迎バスの運転席の周囲への防護フィルムや、コンテナ

ターミナルゲートの窓口、食堂、休憩室、会議室等への

アクリル板・透明ビニールカーテンを設置する場合に

は、火災の予防に十分に留意して設置すること。 

（参考）火災予防のための留意点 

・火気使用設備・器具、白熱電球等の熱源となるものの近

くには原則設置しないようにすること。ただし、これら

の近くに設置することが感染予防対策上必要な場合に

あっては、燃えにくい素材（難燃性、不燃性、防炎製品

など）を使用すること。 

・同じ素材であれば、薄いフィルム状のものに比べて板状

のものの方が防火上望ましいこと。 

・一般的に、飛沫防止のための使用が考えられる透明のシ
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ート類については、引火点、発火点、自己消化性の有無

等の性質を踏まえると、ポリ塩化ビニール製やポリカー

ボネート製のものが比較的燃えにくい素材である考え

られていること。 

・難燃性、不燃性、防炎製品などの情報については、製造

者等の製品仕様を確認することが望ましいこと。 

・シート類については、（公財）日本防炎協会が定める防

炎性能基準に適合するものが防炎製品として認定され

ているものがあり、防炎製品として認定された製品や材

料には防炎製品ラベルが貼付されていること。 

・不明の点があれば、最寄りの消防署に相談すること。 

（修正・追加） P.6 

（定期的でこまめな消毒） 

※手で触れる共有部分の消毒には、薄めた市販の家庭用塩

素系漂白剤で拭いた後、水拭きすることが有効であるこ

と。家庭用塩素系漂白剤は、主成分が次亜塩素酸ナトリ

ウムであることを確認の上、０.０５％の濃度に薄めて

使用いただきたいこと（使用方法の詳細はメーカーのホ

ームページ等で確認いただきたいこと）。 

 手で触れる共有部分の消毒には、市販の家庭用洗剤の主

成分である「界面活性剤」も一部有効であり、また、一

部の「次亜塩素酸水」も有効であること。 

（―省略―） 

※手で触れる共有部分の消毒には、熱水、次亜塩素酸ナト

リウム（いわゆる塩素系漂白剤）、アルコール消毒液に

よる消毒が勧められること。これ以外でも、界面活性剤

（いわゆる住宅用・台所用洗剤）による効果も期待され

ており、また、一定濃度以上の「次亜塩素酸水」が新型

コロナウイルスの量を減少させることが確認されてい

る。 

 「次亜塩素酸ナトリウム」による消毒を行う場合は、正

しく水で 0.05%までに薄めた上で使用し、素手で取り扱

ったり、吸入したり目に入ったりすると健康に害を及ぼ

す可能性があるので、絶対に行わないこと。 

 「次亜塩素酸水」による消毒を行う場合は、目に見える

汚れをあらかじめ落とした上で、①拭き掃除には、有効

塩素濃度 80ppm 以上の次亜塩素酸水を使い、十分な量の

次亜塩素酸水で濡らすことで、②次亜塩素酸水の流水で

掛け流す場合は、有効塩素濃度 35ppm 以上のもので 20

秒以上掛け流すことでウイルスの量が減らせるとされ

てる。いずれの場合も、次亜塩素酸水が残らないよう、

きれいな布やペーパーで拭き取ること。 

 界面活性剤の具体的な名称やその濃度、次亜塩素酸水を

使う際の注意事項などについては、下記に示す各種ホー

ムページで確認すること。また、具体的な用途や使用上

の注意については、製品に記載された情報を確認の上、

正しく使用すること。 

（参考）厚生労働省・経済産業省「身のまわりを清潔にし

ましょう」 
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 https://www.meti.go.jp/covid-19/pdf/0327_poster.p

df 

（参考）厚生労働省・経済産業省・消費者庁「新型コロナ

ウイルス対策ポスター「次亜塩素酸水を使ってモノのウ

イルス対策をする場合の注意事項」」 

 https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200626013/

20200626013-4.pdf 

（参考）独立行政法人 製品評価技術基盤機構新型「コロ

ナウイルスに対して効果が確認された界面活性剤を含

む洗剤について」 

 https://www.nite.go.jp/information/osirasedeterge

ntlist.html 

（参考）国民生活センター「除菌や消毒をうたった商品に

ついて正しく知っていますか？-新型コロナウイルスに

関連して-」 

 http://www.kokusen.go.jp/pdf/n-20200515_2.pdf 

（参考）経済産業省・独立行政法人製品評価技術基盤機構

「ご家庭にある洗剤を使って身近な物の消毒をしまし

ょう」 

 https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200626013/

20200626013-3.pdf 

（修正） P.8 

 ３．講じるべき具体的な対策 
（別添１）「緊急事態宣言時に事業の継続が求められる事

業で働く方々等の感染予防、健康管理の強化に

ついて」（抜粋） 

（別添１）「職場における新型コロナウイルス感染症への

感染予防、健康管理の強化について」（抜粋） 

 

※厚生労働省の通知に伴い「別添１」の差し替え。 

 （別添１）「緊急事態宣言時に事業の継続が求められる事業で働く方々等の感染予防、健康管理の強化について」（抜粋） 

  →（別添１）「職場における新型コロナウイルス感染症への感染予防、健康管理の強化について」（抜粋） 

 

※見直しのため「別添６」の差し替え。 

 

 

 

（以上） 


